
 
マジャレンカ県知事一行が来日 ドローン物流・測量技術を視察 

インドネシア・西ジャワ州マジャレンカ県の知事一行が来日し、株式会社 MITINAS が取り組むドローンを活用した

物資輸送および測量・画像計測技術を視察しました。 

当日は、物流用ドローン DJI FlyCart 30 を活用した物資輸送の運用について説明するとともに、DJI MATRICE 300 

RTK を使用した測量・撮影について、実際の機体運用や取得データの確認方法などをご覧いただきました。 

ドローンによる物資輸送 

DJI FlyCart 30 を使用し、道路状況や地形条件によって車両での輸送が困難な場所への物資輸送を想定した運用につ

いて紹介しました。 

ドローン物流は、山間部や災害時の物資輸送をはじめ、地域の物流を補完する新たなインフラとして活用が期待され

ています。MITINAS では実際に FlyCart 30 を物流用途に導入しており、物資輸送や災害対応を想定した運用にも取

り組んでいます。 

高精度な可視オルソ画像作成に向けた撮影 

あわせて、DJI MATRICE 300 RTK を使用し、可視オルソ画像を作成するために必要となる撮影方法について視察い

ただきました。 

一定の高度・撮影間隔・オーバーラップ率などを設定して対象地域を連続撮影し、取得した複数の画像を解析するこ

とで、位置情報を持った高精度なオルソ画像を生成します。 

こうした技術は、地形・土地利用の把握、インフラ調査、災害状況の確認、環境モニタリング、農地・森林管理な

ど、さまざまな分野への活用が可能です。 

MITINAS では MATRICE 300 RTK と各種カメラ・センサーを組み合わせた測量・計測に取り組んでいます。 

マジャレンカ県での社会実装に向けて 

今回の視察では、単にドローン機体の性能を確認するだけではなく、物流と空間データ取得を地域インフラとしてど

のように活用できるかについて、実際の運用を通じて確認いただきました。 

今後 MITINAS は、マジャレンカ県をはじめとしたインドネシアでの取り組みにおいて、ドローン物流、測量・点

検、環境モニタリングなどを組み合わせ、地域課題の解決につながるドローン技術の社会実装を進めていきます。 

 


